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服 部 慶 子
IdyllsoftheKingは,中世以来 ヨーロ ッパ で語 り継がれて きたArthur
王伝 説 を基 に構成 されたTennyson独特 のArthur王物語集 であ る。 その
大体 の筋書 は幼時 に読 ん で深 く感銘 を受 け たMaloryのLeMorted'Arthur
の もの と似 てい るが,人 物像,エ ピソー ド,物 語の配列の順番 の大 幅 な違
いが随所 で見 られ る。 そ うした違 いは,Tennysonの言葉 を使 うな ら,"the
fashionoftheday"に則 して行 なわれ た操作 か ら出て きて いる。そ の為 に
中世 的 な芳 香 を台無 しに した とい うArnordの手厳 しい非 難 を受 け るこ と
に もなった。それ程 まで に異色 なArthur王物 語 とは どん な もので あるの
か を,本 稿 ではArthur王の死に 関す る問題 を中心 に,主 にMalory版と
比較 しなが ら論 じたい。
I
IdyllsoftheKingは,制作年 代の順序 は異な るが,"TheComingof
Arthur"に始 ま り,"ThePassingofArthur"で終わ る12の物語 よ りな り,
Arthur王の 誕 生 か ら死 まで を描 いた物 語 集 であ る。"ThePassingof
Arthur"(1870)は,最初"Morted'Arthur"(1842)という題名 で発 表 され
た ものに行数 を増やす な どの修正 を加 えた ものであ る。また"TheComing
ofArthur"(1870)の題名 も"BirthofArthur"にす る予定 だ ったの を改
め た もので,誕 生,死 とい う言葉 を排 除 し,登 場 と退場 に見立 てよ うとす
る意 図が うかが える。
Malory版と比 べて みる と,MaloryはUther王がArthurをも うけ る
ところか ら物語 を始 めて いるが,"TheComingofArthur"は,Uther亡
き後即位 したArthurの父親 が誰 か をGuinevereの父Leodogran王が疑
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う場面か ら始 まる。Arthurの出生は瞹昧 で,Uther王の子 であ るか どうか
疑 わ しい。騎士Bedivereによ りMalory版に類似 す るArthurの誕生 の経
緯が語 られ るが,疑 いは晴れ ない。続いてLeodogranはArthurの異父姉
BellicentにArthurと本当に姉弟 なのか と尋ね るが,"Thesebesecret
things."と答 え られ確 信 は得 られない。次 に,魔 術師Merlinの師Bleysが
死の直前 にBellicentに語 った話 を聞 く。 それに よる とArthurは父Uther
が死 亡 した夜 に誕生 し,そ の時,空 か ら船 が降 りて きて消 え,海 は炎に 包
まれた とい う。その 中か ら現 われ たArthurをMerlinが引 きとって育て た
とい うのだ。 しか し,彼 女がMerlinにその真偽 を確か め よう とした時,
Merlinは次 の言葉 で終 る謎 の文 句 で彼女 を煙に巻 く。
"Sun
, rain, and  sun  ! and where is he who  knows  ? 
From the great deep to the great deep he goes." 
                ("The Coming of Arthur," 11.409-410)
この よ うに,Malory版と違 って,Arthurの誕生 は事 実 として明示 されて
お らず,二 重 の聞 き伝 えの形 を とってお り,語 り手 自身 も確信 を持 てない
でい る。王冠 をっ けたArthurが天にい る夢 を見て,や っ と納 得 したLeo-
dogranは娘GuinevereとArthurの結婚 を許す 。
Arthurの死 も誕 生 と同様 に神 秘的 であ る。"ThePassingofArthur"
は,妻 やModredの裏切 りによって荒廃 したCamelotの様子 をArthurが
嘆 くとこ ろか ら始 まる。最後 の戦 いの前夜,Gawainの幽霊 がArthurの夢
枕 に立 って彼 の死 を予告 し,"thereisanisleofrestforthee."("The
PassingofArthur,"1.35)と告 げる。 翌 日のModred軍 との戦 いは霧 に
覆 われた混乱 の中で行 なわれる。最後 に一騎討 でModredを倒 して致 命傷
を負 ったArthurをBedivereは荒 地の 中の礼拝堂 へ運ぶ 。 自分の死 を悟 っ
たArthurはBedivereにExcaliburを湖 に 返 させ る。 その 後,瀕 死 の
Arthurは水 際 まで運 ばれてゆ き,湖 で待 つ婦 人達が乗 った船 に迎 え られ,
Avilionの島 で傷 を直す と言 い残 して去 って ゆ く。
この湖 での奇跡 的な場面はMalory版を踏襲 してい るが,Maloryによ
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れ ば,Arthurを見送 った後,夜 が 明けてか ら礼 拝堂 を訪 れたBedivereは
新 し く作 られたばか りの墓 を 目にす る。誰が埋葬 された のか と脇に平伏す
隠者 に尋ね ると,夜 中に婦 入達が死体 を運び こみ,埋 葬 を頼 んだ とい う。
Arthurの死体 に違 い ない と悟 ったBedivereは,そこに留 ま り供養 す る決
心 をす る。 この箇所 に関 しては,Malory自身の意見 が挾 まれ てい る。
Maloryは,それ以上Arthurの死 につ いて は知 らず,墓 に埋葬 され たの
がArthurであるか は定か ではないが,と もか くArthurは船 に乗 って湖 に
運 ばれた と語 り,続 いて次 の よ うな意 見 を述べ る。
Yet some men say in many parts of England that King Arthur is 
not dead, but had by the will of Our Lord Jesus into another place; 
and men say that he shall come again, and he shall win the holy 
cross. I will not say it shall be so, but rather I will say, here in this 
world he changed his life. But many men say that there is written 
upon his tomb this  verse  : HIC IACET ARTHURUS, REX QUON-
DAM REXQUE  FUTURUS.1)
Arthurの復活 が墓 に刻 まれ,王 の再来 を人々は信 じてい るが,Maloryは
疑問 を抱 いて いる。
Malory以前 のArthur王物語 を参照す る と,19世紀 まで歴史物語 として
信 じられて いたGeoffreyofMonmouthのHistoricRegumBritanniae
(1136)やLayamonのBrut(1190)の中では,Arthurは傷の治療 の為 に
Avilionの島に旅立 った とされてい る。 また頭韻 詩MonteArthure(1360)
に は,ArthurはGlastonburyに埋葬 された と書かれ てい る。史実 に よる
と,7～8世 紀 頃にはArthur王の復 活信仰が既 にあ り,「最後の審判 の 日
までArthurの墓 は隠 されて いる」又は 「Arthurの墓 について は永遠 の謎
な り」 とい う墓 碑詩が残 されて いる。2)
さ らに1190年に は,GlastonburyでArthur王の墓の発 見騒動 が あった30)
棺 には 「ArthurがAvilionの島に 眠る」 と書 いてあった とい う。Glaston・
buryとい う土 地は昔 は沼沢地 に囲 まれた 島の よ うに見 え,林 檎 が特 産 品で
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あった ことか ら"InisAvallon"(林檎 の島)と 呼 ばれて いた。 またGlasは
ガラス を意味 し,Wales伝説 におけ る黄泉 の国が ガラスの島 である こ とか
ら もArthur王の墓 があ る場所 としてふ さわ しか った。ただ,こ の発 見騒
動 は僧侶 の捏造 だ とい う説 もあ り,そ の真偽 は定 かで ない。
従 って,Avilionの島に旅立 った とい うArthurの埋葬,墓 の有無 に関 し
ては意見が割 れ てお り,Maloryはどち らと も決めか ねた よ うであ る。
TennysonもArthurの墓 につ いて は,"…hisgraveshouldbeamystery/
Fromallmen,likehisbirth."("Guinevere,"11.295-296)と謎めか して い る。
ここで"ThePassingofArthur"に話 を戻 す と,別 れ 際にArthurは若
干 の疑 いを持 ちなが らも自分 の行 き先 を次の よ うに語 る。
Arthurの行 くAvilionの島 は常 夏の楽園 で,Celt伝説に由来す る楽 園的
彼岸の イ メジに似 てい る。Celt民族 に とって の楽 園は地上 に位 置す る幸せ
な者の住 む島 で,そ の顕 著 な要素 は,霧 の彼 方にあ るこ と,妖 精女王 の迎
え,船 旅,林 檎の木,果 実の なる森 な どで,4)Avilionの描 写 と共通 してい
る。 またAvilionは中世 人の夢 見 たEdenの 園の要 素 も同時に備 えてい る。
この楽 園は旅 行者 に とって到達可能 な現 実味 を帯 びた場所 であ って,海 岸,
山な どによって人の世 と隔絶 され てお り,そ こにあ る林檎 の木の実 で若 さ
を取 り戻せ る とい う。5)Avilionはその名前か ら昔 よ り地上 の楽園 と同一視
されて いた し,Tennysonの描 くAvilionもそ うであ る と考 え られ る。
Arthurを見送 ったBedivereの脳裏 に"Fromthegreatdeeptothe
 ...  "I am going a long way 
To the island-valley  of Avilion; 
Where falls not hail, or rain, or any snow, 
Nor ever wind blows loudly; but it lies 
Deep-meadowed, happy, fair with orchard lawns 
And bowery hollows crowned with summer sea, 
Where I will heal me of my grievous wound." 
               ("The Passing of Arthur,"  11.  424 & 427-432)
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greatdeephegoes."("ThePassingofArthur,"1.445)とい うMerlinの
言葉が蘇 る。"greatdeep"はここではAvilionを指 してい る と考 え られ る
が,上 述 の よ うに,こ こでのAvilionは黄泉 の国 とい うよ りは地上 の楽園
の様相 を呈 してい る。not,norを使 った否定文 型の連続 は楽 園描写 の伝統
的手法 であ る し,Arthurが湖 に至 るまでの道 程 も,霧 に覆われ た荒地 を
過 ぎ,荒 地 と異界 の地 域の混合 である荒 廃 した礼 拝堂 を通 る。湖は断崖 の
下にあ り,"jutsofpointedrock"(1.218)の上 を降 りねばな らず,楽 園へ
の道の りにふ さわ しい情景 である。そ して,楽 園への旅物語 に帰還がつ き
ものであ る よ うに,Arthurの帰還 も暗示 されて い る。
またArthurの墓 につ いては言及せ ず,Arthurの船 出の場面 で,こ の物
語 を終 わ らせ てい るこ とか ら,死 その もの を否定 しようとす るTennyson
の意 図が窺 える。Arthurを背負 ったBedivereは墓地 を通 り抜け て("And
risingborehimthroughtheplaceoftombs,"L343)湖に向 い,埋 葬云
々の話 は省か れてい る。Merlinも,"...hewillnotdie,/Butpass,again
tocome."("TheComingofArthur,"ll.420-421)と断 言 しておrJ,Arthur
は傷 を直す 為に一 時的に楽 園へ去 るだけ で,ま た帰 って くるのであ る。 キ
リス ト教 的霊魂不 滅の思想 に従 えば,墓 に埋葬 されて も復 活の希望 は残 さ
れ ている。救 われ る人 には永遠 の生 命が与 え られ るか ら死 は存在 しない と
言 えよ う。 しか し,意 識 的に死や 誕生 とい う言葉 を避 け,墓 を排 除 してい
るこ とか ら,TennysonはIdylls'oftheKingにお いて キ リス ト教的 な生 と
死 を否定 して いる ように感 じられる。何 故 だろ うか。
そ もそ も伝統 的なArthur像には キ リス ト教色が 強い。Tennysonにおい
て も物語 は異教徒 に荒 らされ野獣 がはび こる ところにArthurが登場 して
異教徒 を追 い払 うとこか ら始 まる・。戦場 に は神 の 炎が 降 りてArthurを護
る と騎士達 は言 い,Guinevereとの結婚 式に は以下の よ うに歌 う。
"The King will follow Christ
, and we the King 
In whom high God hath breathed a secret thing." 
               ("The Coming of Arthur." 11.  499-500)
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Arthurは天 啓 を受 けてChristに続 き,教 会 での即位 の時に も奇跡 の光が
降 り注いだ。LadyoftheLakeは 異教徒退 治の 為 にExcaliburを授
け,Arthurも"ourfairfatherChrist"の為に 異教徒 と戦 うこ とが 自分の
使 命だ と感 じてい る。 この ようにTennysonのArthurもChristに準ず る
存 在であ って,そ れに対立 す るheathenとい う言葉 が頻 出す る。Arthur
の統治す るCamelotはキ リス ト教の勝 利の上に成立 してい るの であ る。 と
ころがChristのshrineでdeathlessloveを誓 った王妃Guinevereが
Lancelotと密通 した こ とによ りCamelotは衰退 し,本 来は宗教 的な存在
であ る聖杯6)の探求 もTennysonにお いてはCamelotの没落に輪 をかけ
る とい う否定 的な意味が強 い。
Tennysonの"TheHolyGrail"(1869)ではArthur不在 の 時 に布 に 包 ま
れた聖 杯がCamelotに現 われ る。その時,帰途 にあったArthurはCamelot
の上 に雷の よ うな光 を見 て,そ の崩壊 を危惧 す る。騎士達 はArthurの制
止 もきかず,聖 杯 の正 体 を見 ようと探求 に出 る。その中 で敬 虔 なPercivale
がGalahadと共 に見 た聖杯 は荒地の丘 の彼方に あった。そ こで二 人は嵐 と
雷 に見舞われ,足 元に は次 の ような凄惨 な光 景が広が る。
Yea, rotten with a hundred years of death, 
Sprang into  fire  : and at the base we found 
On either hand, as far as eye could  See, 
A great black swamp and of an evil smell, 
Part black, part whitened with the bones of men. 
                ("The Holy Grail,"  11.496-500)
橋か ら橋へ と渡 って,そ の場所 を通 り抜け て海 に漕 ぎ出 したGalahadの頭
上に聖杯が正 体 を現 わす。Percivaleは"spiritualcity"を垣 間 見 るが一 瞬後
には全て消 え失せ る。7)自分 の見 たのは幻想 にす ぎないのでは とPercivale
は最後 まで疑 いを抱 き,Arthurの死後 は修 道院 で隠遁 生活 を送 る。
普通,聖 杯 物語 では荒地 は聖杯 の存在す る美 しい城の 外側 の風景 として
対照的に使 われ る場合 が 多い。8)しか しTennyson版では"spiritualcity"
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は幻 に過 ぎず,地 獄 を思わせ る荒地 の様子が強調 されて いる。不義 の罪に
苦 しむLancelotは伝 統 的な描 写に よる城9)の中で聖 杯 を見 るが,聖 杯 は
べ 一 ルに包 まれ た ままで あった。結局Tennysonにお いては聖 杯は幻 の域
を出ず,理 想 を象徴 す る とい う神聖 な意味 も失 な って いる。帰 還 したPer-
civaleを待 って いたのは大風 に破 壊 されたCamelotであ った 。Tennyson
は,"TheHolyGrail"の最後 の謎 の よ うなArthurの言葉("lnmoments
whenhefeelshecannotdie,/Andknowshimselfnovisiontohimself,
NorthehighGodavision."ll.912-914)を,自分 の神秘体 験 を踏 ま えて10)
神 を信 じるの は理屈 ではない と説 明 してい るが,Arthurの言葉 をPercivale
は理 解 で きず,己 の見たvisionを信ぜ よ とい う説得 も役 に立 たな い。
こ うして信仰 の衰退 とCamelotの没落 は並 行 し,"TheHolyGrail"に
おい てはChristの威光 は効力 を失 ない,聖 杯 は荒地の 中に現 われ る。異教
徒 側 に寝 返 ったModredとの戦い も混乱 の 中で展開 し,"deathwhitemist"
が敵 味方 の境 界 を失な わせ る。
                        ... and shrieks 
After the Christ, of those who falling down 
Looked up for heaven, and only saw the  mist  ;
And shouts of heathen and the traitor knights, 
Oath, insult, filth, and monstrous blasphemies. 
                ("The Passing of Arthur," 11. 110-114)
Arthurの胸 中 も混乱 をきた し,自 己の存在 が危 う くなって くる。
 "0 Bedivere, for on my heart hath fallen 
Confusion, till I know not what I am, 
Nor whence I am, nor whether I be King, 
Behold, I seem but King among the dead."  (11.  43-146)




は湖 の向 うへ と旅 立ち,死 ぬ ので な く,別 の世 界に移動す るとい うこ とで
帰還 の可 能性 を残す ので ある。その際,現 世 と来世 を厳 然 と隔て る墓 の存
在 は邪魔 であ る。Arthurは死ぬ のではないか ら埋葬 されては な らない。
そ うしてキ リス ト教 的な生 と死 か ら離脱 したArthurは"greatdeep"の
世 界へ と去 ってゆ くが,そ の具体 的な行先 であるAvilionはArthurの墓
が ある と伝 説のい うGlastonburyでは な く彼方 の楽園 である。Bedivereの
耳にArthurを迎 える街 の声が微か に届 き,期 待 を持 たせ るのであ る。
   Then from the dawn it seemed there came, but faint 
As from beyond the limit of the world, 
Like the last echo born of a great cry, 
Sounds, as if some fair city were one voice 
Around a king returning from his wars.  (11.  457-461)
この ように してArthurはこの地上 にあ る楽 園の島へ と向 うわ けだが,
ここで この島 と,Arthur王物語 にかか わ1)があ ると考 え られ る"TheLady
ofShalott"(1842)におけ る島 を比較 してみたい。 この作 品に はLancelot
が登場 し,Maloryの"thefairmaidofAstolat"と呼 ばれ るElaineの水
葬 との類似 が見 られ,IdyllsoftheKing中の"LancelotandElaine"(1859)
と筋書 が似 て いる。
ShalottはCamelotへ流れ込 む川の上流 にある島に独 り住 む。 この 島に
は花が咲 き,周 囲は壁 に囲 まれ,外 界か ら隔絶 されてお り,楽 園的世 界で
あ る と言 える。Shalottの姿 は 外か らは見 えないが,外 界 とは川の流 れを
隔て ただけの至近 距離 にあ る。 また,川 の上 を船がCamelotへと往復 し,
外界の生活が す ぐ側 まで入 りこん でい る。,Camelotを直視 しては な らぬ と
い う呪 いをか け ら,れたShalottぽ鏡 を通 して眺め た外界の風景 を"magic
web"に織 りこむ。あ る 日,彼 女が鏡 に写 ったLancelotの姿の輝 きに魅せ
られ で直接姿 を見 た結 果呪 いが降 りがか る。そこでShalottは白装束 で船
に身 を横 たえ てCamelotに向 って 船 出 し,到 着寸前 に息絶 える。 呪 いが
これ まで彼女 を現世か ら隔離 していたが,タ ブー を破 った彼女は 自ら を水
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葬 す るこ とで現世 に到達 す る。Shalottの死 は象 徴 的 に種 々に解釈 されて
お り,11)死=誕生 だ とす る説 もあ るが,12)彼女 に とってはCamelotがthe
otherworldである。
Arthurの死 と比べ てみ る と,死 を契機 にShalottは島か らCamelotへ
向けて,ArthurはCamelotからAvilionに向 って船 出す る。勿論,Shalott
の住む 島 とAvilionを同一視す るこ とは できないが,共 に楽園的要素 を持
つ 島 であ り,生 と死 の世 界が 同 じ地 上に存在す る とい う点で,現 世 との位
置関係 も類 似 している。Camelotからの物理 的 距離に違 いはあ るが,両 場
所 とも水 に よって現世 と隔て られてお り,船 葬 が その越境 を可能 にす る。
死後 の船 旅 とい う思想はEgypt時代か らあ る。Celt伝説で も死者 の魂 は
幸福 の島に行 くと信 じられ,丸 木舟 を用 いた棺 で の実 際の埋葬 もあった。
また,そ の真偽 は ともか くArthurの墓が発 見 され た時,船 の形 を思 わせ
る 「うつ ろ な樫 の木の 中」 に埋葬 されて いた とい う。13)こうしてArthur
の死 と船葬 の習慣 は密 接 に結 びついて いるの だ。Shalottの船葬 は方 向が
逆 であ るが,theotherworldへの旅立 とい うこ とではArthurの船 出 と
共通 してい る。彼女 の水葬 はArthurの船 出 と逆 の軌 跡 を描 く同質 の動 き
なのであ る。従 ってShalottの島 対Camelot=Avilion対Camelotと
い う関係が 考え られ,Shalottの島 とAvilionがよ く似 た世 界であ り,
Camelotは彼岸 に も此岸 に もな りえるこ とか ら楽 園の島 と現世 は変換可能
とも言え る同等 の位 置 にあ ることが わか る。 死に よって楽園に移動 して も,
再 びあ ちらの世 界で死ぬ こ とに よって,現 世 への帰還 が可能に なるのだ。
II
次 にArthurがそこか ら来 て,ま た帰 ってゆ くとい う"greatdeep"につ
いて,さ らに検討 を加 えたい。Idylls(iftheKingの各物語 は季節の推移 に
沿 って配列 されて いる。Arthurの誕生 は元旦 の夜 で,Guinevereとの結婚
は春,聖 杯 探求 は夏,"TheLastTournament"は秋 と続 き,最 後の戦 い
は真 冬に行 なわれ る。Arthurの旅立 の直後に新年 が訪 れて暦が一巡 す る。
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一年 た って 古 い年が死に,新 たな年 の再生 を繰 り返す暦 は循環 して い る。
TennysonがArthur死後 のLancelotとGuinevereの経緯 を省 き,14)
Arthurの死 で,この物語集 を完 結 させ た ところには一巡 の意 識が表 われて
い る。新年 を迎 えて暦 が新 し くな るよ うにArthurも新 たな生 を受 けて,
再 生す る よ うに感 じられ る。




goes."(1.410)で終 る。Arthurは,雨が太陽に よって水蒸気 に変 り,虹 と
なって,空 に戻 る 自然現 象の 中の循環 に喩 えられてい る。雨 は地上 に降 っ
て も消 え失せ ず,再 び空 に昇 って再生 す るか らArthurも"...hewillnot
die,/Butpass,againtocome."(11.420-421)だとMerlinは断 言す る。 さ
らに 雨 と太 陽に よって 花が咲 く自然現象 も四季の循環 に 適 ってい る。花
は一旦枯 れて も翌年 には新 たな花 をつけ るか らであ る。Arthurの幸 福 の
絶 頂で あったGuinevereとの結婚 は5月 の花盛 に行 われ(11.459-462),最後
の戦いの時 は花 も枯 れ る真冬 であ る。 しか し,年 が明け て春 の到来 と共に
再 び花が咲 くの と同様 にArthurにも新 たな再生 が予感 できる。
また,王 は太陽 のイ メジでよ く表 され るが,Arthurと太 陽 の関 りに 注
目してみ よ う。Arthurの結婚 式に騎士達 は"...ourSunismightyinhis
May!.../ourSunismightierdaybyday,"(11.496-497)と歌 う。Arthur
は 日毎 に輝 きを増す太 陽で,彼 の鎧 の胸 当に嵌 め こまれ た宝石 は太 陽の光
を集 めて,彼 が息す る度に輝 く("LancelotandElaine,"11.292-295)。戦
場 でのArthurの雄姿 をLancelotは"Redastherisingsunwithheathen
blood."(1.307)と表現 し,Guinevereは自分 の不 義の 罪 を棚 に上 げ"But
whocangazeupontheSuninheaven?"(1.123)と欠点の ないArthurが
眩 しす ぎる こ とを非難 す る。や がてArthurの治世 に翳 りが見 え,最 後に
ArthurはModred軍を"sunsetboundofLyonnesse"に追 いつめ る。戦
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いは 日没 と共に終 り,臨 終 とな ったArthurの姿 は埃 に塗 れ輝 きを失 な っ
ている。
And all his greaves and cuisses dashed with drops 
Of  onset  ; and the light and lustrous  curls— 
That made his forehead like a rising sun 
High from the dais-throne-were parched with dust. 
                ("The Passing of Arthur,"  11.  383-386)
そ してArthurは夜明 に船 出 し,見 送 るBedivereの頭上 に朝 日が登 り,
新年 が到来 す る("Andthenewsunrosebringthenewyear."1.469)。こ
うしてArthurの登 場か ら退場 までに太陽 も一 巡 し,朝 日がArthurの再
来 を予告 してIdyllsoftheKingは終 る。
この よ うに してIdyllsoftheKing全体 が季節や太 陽 といった 自然の循
環 に即 してお り,Arthurの誕 生 と死 もその循 環 に組み込 まれてい るこ と
がわか る。Arthurは直線 的 時 間 を生 きるのではな く,宇 宙 的植 物的循環
の 中で回帰す るのであ る。TennysonはArthurにつ いて以下 の よ うに語
って い る。
"Birth is a mystery and death is a mystery , and in the midst lies 
the tableland of life, and its struggles and performances. It is not 
the history of one man or of one generation but of a whole cycle 
of  generations."15)
上 記の よ うな世 代 の循環 思想はAristotleの言 う種の存在の 永遠性 につ な
が る もの と考 え られ る。個 は死 んで も種 として存続す るこ とが可能 だか ら
で ある。16)回帰 す るArthurもこう したgeneticperpetuityの上にの っか
った不 死性 を獲得 して いる と言 えるだろ う。birthとdeathが謎 なの は,
どち らも決定 的な瞬間 ではな く,死 が新 しい誕生 につ なが り,始 め で も終
りで もないか らで ある。季 節の推移 と物語の進行が一致 し,Arthurの進
退 が太陽 の動 きに沿 ってい るこ とも,こ う した回帰 思想 を裏付 けてい る と
思われ る。
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このよ うな意味 での永遠 性 は聖書 の言 う永遠性 とは異 なってい る。衆知
の よ うにキ リス ト教的 時間はgenesisからLastJudgementに向って 直線
に進む一過性 の もの で,そ の後に永遠 が広 が る。聖書 には,始 め に無が あ
り,そ こか ら世 界が生 じた とあ る。一方Aristotleは世 界 を始 ま りも終 り
もない永遠の もの と考 えた。 この相反す る2つ の世 界観 は 中世 以 来,神 学
者 の間で論 点 とな り,17)折衷案 も出 されたがIdylls(ゾ伽 攪 ㎎ はTemyson
も言 うよ うにヘ ブライ的なhistoryでは な く,ギ リシャ的な"cycleof
generation"の物 語 で ある。 こ うした循環 思想 に基づ く構成 を とっ た とこ
ろに もキ リス ト教 的思想か らの逸脱が 見 られ る。
III
これ まで,Arthurの誕生 と死 につ いて考察 し,異 教徒 を排 しChristに
準 ず る者 であったはずのArthurが,キ リス ト教的 な霊魂不 滅 を得 て復活
す るのでは な く,墓の存 在 しない,帰還可能 な地上 の楽 園的島Avilionへと
船 出 した こ とを見て きた。B.TaylorはArthurとChristの関係 につ いて
"BycreatingparallesbetweenArthur'sendeavoursinthisworldand
Christ's,TennysonrevivesoursenseoftheKing'smissionand,there-
fore,ofhissuccess."18)と述べ,Guinevereの不 義の 罪を許 したこ とも
Arthurの勝 利で あ り,Arthurは死 の直前に信仰 を回復す る としてArthur
とキ リス ト教 の勝利 で この物語 は終 ってい る と主 張す るが,私 にはArthur
は キ リス ト教 的世 界か らどん どん離脱 してい ったよ うに思 われる。墓 は排
除 され,greatdeepからgreatdeepへと循環す る存 在 として描 かれ てい
るか らであ る。異教徒 追放 の使 命 を帯 びて登場 したArthurの退場 は皮 肉
に もキ リス ト教 的では ない。埋 葬 され て復 活の 日を待つ のでは な く,旅 人
の よ うにCamelotと楽 園の島Avilionを往 復 し,ギ リシ ャ的永遠性 の中
で再生 を繰 り返す のであ る。
ここで,友 人の死 を扱 った 肋1晩 吻o磁 吻(1850)にお ける死生観に 少 し
触れてみ よ う。 この作 品には,盟 友ArthurHallamの 死 に 直 面 した
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Tennysonが信仰 の危機 に陥 入 りなが ら最終 的に は信 ず るこ とに救 い を見
出 し,信 仰 の勝利 を歌 うまでの内面の変化 の経過 が書 かれて いる。 ところ
がHallamの死 に よる失意 の うちに,そ の名 前(Arthur)が同 じこ とか ら
Hallamの姿 を重ね て,ま ず"Morted'Arthur"を書 き,そ の後,長 年 書
き続けて完 成 したArthur王物語 の中では信仰 か ら離れ る動 きが感 じられ
た。
この態度 の違 いの原 因 として,当 時Darwinによって巻 き起 された懐 疑
思 想 の影 響 が考 え られ る し,19)社会 的に も,ヒ ステ リックに他者 の死 を嘆 く
ロマ ン派の 時代20)を過 ぎ,死 をタブー視 し,忘 却 しよ うとす る態度21)へ
と変化 しつつ あった こ とも挙 げ られ よう。 当時の画家 が 動1晩 〃zo磁〃zの
挿 絵 として墓石 に もたれて疑惑 の眼で骸骨 を眺め る少女 の姿に"Doubt:
Canthesedryboneslive?"とい う題名 をつ けた り,22)葬式 産業が資本主 義
と結 びつ いて死体 を もの として扱 うような風潮 の 中に あってはTennyson
も愛に よる信仰の勝利 を歌 えな くなったのか もしれな い。
そ うい った社会 的な背景 に加 えて,友 人の死 と,伝 説の 人物Arthurの
死 とい う題材の違 いに よる理 由が考 えられ る。N.Fryeは日常経験 におけ
る死 と神 話,伝 説 との違 いについて以下の よ うに述べ てい る。
The feeling that death is inevitable comes to us from ordinary 
 experience  ; the feeling that new life is inevitable comes to us from 
myth and fable. 23)
TennysonにとってHallamの死 は避 け難 い現実 であ り,Lその際,客 死 し
た友 の遺骸 を乗せ た船 が波 に さらわれ るこ とな く無事 に故 国に戻 るこ とを
切望 した。24)事実Hallamは大地 に埋葬 され,厳 然 と存在す る友 の墓 を目
の前 に しては死は否定 で きず,信 仰 に頼 って救 われ る しかなか った。一方
Arthur王の伝 説 の世 界で は信仰 を抜 きに して死 の ない循環 す る生 を描 く
ことが で きた と言 える。Arthur王は死 ぬ こ とな く再 生 を繰 り返 しなが ら
永遠 に生 き続 け るの であ る。
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